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１．2025年３月期の業績（2024年４月１日～2025年３月31日）

（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期 12,890 △4.2 1,564 12.7 1,721 11.3 1,222 9.5
2024年３月期 13,458 1.1 1,388 40.8 1,546 35.9 1,116 39.6

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年３月期 871.48 － 14.0 10.6 12.1
2024年３月期 797.47 － 15.1 9.1 10.3

(参考) 持分法投資損益 2025年３月期 54百万円 2024年３月期 16百万円

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期 15,855 9,439 59.5 6,724.78
2024年３月期 16,627 8,074 48.6 5,767.46

(参考) 自己資本 2025年３月期 9,439百万円 2024年３月期 8,074百万円

（３）キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2025年３月期 1,013 △109 △186 3,529
2024年３月期 △1,365 △86 △236 2,811

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年３月期 － － － 120.00 120.00 172 15.0 2.3
2025年３月期 － － － 240.00 240.00 345 27.5 3.8
2026年３月期(予想) － － － 100.00 100.00 28.1

※2024年３月期の期末配当の内訳 普通配当 80円00銭 特別配当 40円00銭

３．2026年３月期の業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 10,000 △22.4 400 △74.4 570 △66.9 500 △59.1 356.20

青柳 匡穂
tamマーク



※ 注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年３月期 1,452,000株 2024年３月期 1,452,000株

② 期末自己株式数 2025年３月期 48,308株 2024年３月期 51,981株

③ 期中平均株式数 2025年３月期 1,402,589株 2024年３月期 1,400,207株

※ 期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託（BBT）にかかる信託口が保有

する当社株式がそれぞれ33,825株及び34,988株含まれております

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料Ｐ4「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度におけるわが国経済は、インバウンド需要の増加や雇用・所得環境の改善などにより緩やかな回復

基調となりました。一方で、継続的な物価上昇による個人消費の減速懸念や中東・ウクライナ情勢に加え、足元

では米国の通商政策の影響が広がるなど世界情勢は一層不確実性を増しており、景気の先行きは依然不透明な状

況が続いております。

このような経済情勢の下、当社は全社を挙げて業績の確保に努めた結果、当事業年度における業績は、売上高

128億９千万円（前年同期134億５千８百万円、4.2％減）となりました。

利益面では、依然として高水準にある原材料費に加え、販売活動費や研究開発費、人件費の増加など利益を圧

迫する要因が重なりましたが、生産性の向上や販売価格の適正化により原価率が改善し、営業利益15億６千４百

万円（前年同期13億８千８百万円、12.7％増）、経常利益17億２千１百万円（前年同期15億４千６百万円、11.3

％増）、当期純利益12億２千２百万円（前年同期11億１千６百万円、9.5％増）となりました。

各セグメント別の業績は次のとおりであります。

包装機械部門におきましては、菓子食品業界を中心に人手不足を背景とした自動化・省人化需要に伴う設備投

資意欲の継続により大型案件を含む受注が堅調に推移し、当部門の売上高は57億８千５百万円（前年同期48億２

千１百万円、20.0％増）となりました。セグメント利益は、競合他社との価格競争などによる厳しい事業環境の

中にありましたが、増収効果により４百万円（前年同期５千９百万円の損失）となりました。

生産機械部門におきましては、近年集中していた海外特定顧客向け大型プロジェクトの需要が落ち着き、売上

高71億５百万円（前年同期86億３千７百万円、17.7％減）となりました。セグメント利益は、生産性向上の取組

みなどにより原価率が大幅に改善し22億５千８百万円（前年同期20億６千万円、9.6％増）となりました。

また、共通費は６億９千８百万円（前年同期６億１千２百万円、14.0％増）となりました。

(単位：百万円)

売上高 営業費用 営業利益

包装機械 5,785 5,780 4

生産機械 7,105 4,846 2,258

共通費 － 698 △698

合 計 12,890 11,325 1,564
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（２）当期の財政状態の概況

（資産）

流動資産は、前事業年度末に比べて11.4％減少し、98億６千万円となりました。これは、現金及び預金が７億

１千７百万円、電子記録債権が３億７千２百万円それぞれ増加したのに対し、契約資産が11億８千８百万円、前

渡金が８億７百万円それぞれ減少したことなどによります。

固定資産は、前事業年度末に比べて9.0％増加し、59億９千５百万円となりました。これは、有形固定資産が

４千１百万円減少したのに対し、投資有価証券が４億７千６百万円増加したことなどによります。

この結果、総資産は、前事業年度末に比べて4.6％減少し、158億５千５百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前事業年度末に比べて41.7％減少し、41億７百万円となりました。これは、電子記録債務が６億

１千８百万円、未払法人税等が１億６千万円それぞれ増加したのに対し、買掛金が14億８千９百万円、前受金が

12億２千４百万円それぞれ減少したことなどによります。

固定負債は、前事業年度末に比べて53.2％増加し、23億８百万円となりました。これは、リース債務が３千３

百万円減少したのに対し、長期借入金が６億６千５百万円、繰延税金負債が９千９百万円それぞれ増加したこと

などによります。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて25.0％減少し、64億１千６百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前事業年度末に比べて16.9％増加し、94億３千９百万円となりました。これは、繰越利益剰余

金が10億４千９百万円、その他有価証券評価差額金が３億９百万円それぞれ増加したことなどによります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前事業年度末に比べて７億１

千７百万円増加し、35億２千９百万円となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得た資金は、10億１千３百万円（前年同期は13億６千５百万円のキャッシュ・アウト）となり

ました。これは主に仕入債務の減少12億６千８百万円や前受金の減少12億２千４百万円などによる減少と、税引

前当期純利益17億２千１百万円や売上債権の減少10億７千５百万円などによる増加の結果であり、前年同期に比

べて23億７千８百万円の資金の増加となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、１億９百万円（前年同期比27.0％増）となりました。これは主に保険積立金

の積立による支出５千４百万円や有形固定資産の取得による支出５千１百万円などによる減少の結果であり、前

年同期に比べて２千３百万円の資金の減少となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、１億８千６百万円（前年同期比21.1％減）となりました。これは主に長期借

入れによる収入７億５千万円による増加と、長期借入金の返済による支出６億９千９百万円や配当金の支払１億

７千２百万円などによる減少の結果であり、前年同期に比べて４千９百万円の資金の増加となりました。



㈱東京自働機械製作所(6360) 2025年３月期 決算短信(非連結)

－4－

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、米国の通商政策の影響による世界経済の減速リスクや、物価上昇などによる企

業の経済活動や個人消費への影響が懸念されるなど先行きは不透明であり、厳しい経営環境が継続するものと思

われます。

包装機械事業におきましては、引き続き菓子食品業界を中心に省人化への設備投資意欲は旺盛であり、変化す

る市場要求を的確に捉えた積極的な技術開発投資などにより重点事業分野を中心に売上高を拡大させるとともに、

適正な価格転嫁の推進や生産性の向上により利益確保にも継続して努めてまいります。

生産機械事業におきましては、大型プロジェクトを中心とした特定顧客の設備投資計画に強く影響され、近年

集中していた需要が落ち着いたことに加え、一部計画の延期などから受注残高が減少し、減収減益となる見通し

です。

このような状況から、当社の2026年３月期通期業績見通しは、売上高100億円（前年同期比22.4％減）、営業利

益４億円（前年同期比74.4％減）、経常利益５億７千万円（前年同期比66.9％減）、当期純利益５億円（前年同

期比59.1％減）を見込んでおります。なお、当期純利益の見通しには、政策保有株式の一部売却に伴う利益が含

まれております。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

将来の発展と事業体質強化のため必要な投資原資を確保するとともに、業績及び経営の状況を踏まえ継続的に配

当を実施することを利益還元の基本方針とし、１株当たりの配当額につきましては、配当性向30％を目安としてお

ります。また、内部留保金につきましては、将来の事業強化に必要な新製品開発、業務効率化投資、生産設備投資

等に充当しております。

当期の期末配当金につきましては、同方針に基づき前期の１株につき120円（特別配当40円を含む）より増額し、

１株につき240円を予定しております。

来期以降もこの基本方針を堅持し、2026年３月期につきましては、１株につき100円（期末100円）の配当を予定

しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、財務諸表の期間比較可能性を考慮し、当面は日本基準で財務諸表を作成する方針であります。

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢等を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当事業年度
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,966,736 3,684,314

受取手形 108,181 28,463

電子記録債権 308,835 681,097

売掛金 2,033,822 1,854,436

契約資産 1,932,778 744,313

商品及び製品 717,784 601,342

仕掛品 1,403,539 1,602,171

原材料及び貯蔵品 19,415 18,320

前渡金 1,029,955 222,352

前払費用 46,619 62,074

未収消費税等 553,798 335,559

その他 60,889 80,568

貸倒引当金 △53,645 △54,873

流動資産合計 11,128,711 9,860,141

固定資産

有形固定資産

建物 1,872,409 1,884,292

減価償却累計額 △1,557,740 △1,587,116

建物（純額） 314,669 297,175

構築物 228,834 228,834

減価償却累計額 △219,572 △220,241

構築物（純額） 9,261 8,593

機械及び装置 1,468,800 1,415,417

減価償却累計額 △1,426,065 △1,371,173

機械及び装置（純額） 42,734 44,244

車両運搬具 8,809 8,479

減価償却累計額 △8,809 △8,479

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品 253,794 259,160

減価償却累計額 △230,720 △224,954

工具、器具及び備品（純額） 23,073 34,206

土地 1,512,578 1,512,578

リース資産 409,178 378,006

減価償却累計額 △184,859 △190,049

リース資産（純額） 224,318 187,956

有形固定資産合計 2,126,637 2,084,755

無形固定資産

借地権 17,320 17,320

ソフトウエア 13,390 9,233

リース資産 8,874 5,996

電話加入権 107 107

無形固定資産合計 39,692 32,657
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当事業年度
(2025年３月31日)

投資その他の資産

投資有価証券 2,414,457 2,891,296

関係会社株式 14,093 14,093

関係会社長期貸付金 100,000 100,000

長期前払費用 40,885 53,003

保険積立金 813,401 871,686

差入保証金 45,969 44,894

その他 3,626 3,515

貸倒引当金 △100,206 △100,095

投資その他の資産合計 3,332,226 3,878,394

固定資産合計 5,498,556 5,995,807

資産合計 16,627,268 15,855,948

負債の部

流動負債

支払手形 396,772 -

電子記録債務 - 618,305

買掛金 1,927,442 437,570

1年内返済予定の長期借入金 694,000 79,550

リース債務 52,795 44,048

未払金 204,169 141,129

未払費用 112,752 120,395

未払法人税等 213,393 373,674

前受金 2,823,566 1,598,988

預り金 33,069 32,982

賞与引当金 529,984 581,000

品質保証引当金 58,160 80,154

流動負債合計 7,046,106 4,107,799

固定負債

長期借入金 142,150 807,600

長期未払金 7,200 7,200

リース債務 171,513 138,132

長期預り保証金 95,467 95,971

退職給付引当金 1,004,425 1,070,314

役員株式給付引当金 43,311 43,886

繰延税金負債 39,338 138,893

その他 3,204 6,623

固定負債合計 1,506,610 2,308,622

負債合計 8,552,717 6,416,422
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当事業年度
(2025年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 954,000 954,000

資本剰余金

資本準備金 456,280 456,280

資本剰余金合計 456,280 456,280

利益剰余金

利益準備金 238,500 238,500

その他利益剰余金

別途積立金 500,000 500,000

繰越利益剰余金 4,718,248 5,768,062

利益剰余金合計 5,456,748 6,506,562

自己株式 △89,500 △83,359

株主資本合計 6,777,529 7,833,483

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,297,021 1,606,042

評価・換算差額等合計 1,297,021 1,606,042

純資産合計 8,074,550 9,439,525

負債純資産合計 16,627,268 15,855,948
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

売上高

製品売上高 12,429,057 11,343,352

商品売上高 1,029,725 1,546,751

売上高合計 13,458,783 12,890,103

売上原価

製品期首棚卸高 416,031 497,692

当期製品製造原価 9,435,270 7,929,582

合計 9,851,302 8,427,274

製品期末棚卸高 497,692 464,661

製品売上原価 9,353,610 7,962,613

商品期首棚卸高 21,920 220,091

当期商品仕入高 983,645 1,118,475

合計 1,005,565 1,338,566

商品期末棚卸高 220,091 136,680

商品売上原価 785,473 1,201,886

売上原価合計 10,139,083 9,164,499

売上総利益 3,319,699 3,725,604

販売費及び一般管理費

給料 653,424 676,409

賞与 51,306 53,703

賞与引当金繰入額 200,540 222,509

退職給付費用 43,353 44,502

役員株式給付引当金繰入額 9,354 7,017

福利厚生費 150,183 158,432

荷造運搬費 4,154 6,769

広告宣伝費 81,639 96,387

旅費及び交通費 106,779 120,560

支払手数料 83,018 87,155

賃借料 44,726 49,614

貸倒引当金繰入額 △907 1,228

減価償却費 28,933 29,031

研究開発費 66,099 138,991

納入試験費 264,348 264,380

その他 144,495 203,960

販売費及び一般管理費合計 1,931,451 2,160,655

営業利益 1,388,248 1,564,948
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(単位：千円)
前事業年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

営業外収益

受取利息 23 705

受取配当金 60,552 72,787

受取賃貸料 173,913 172,799

雑収入 17,590 18,788

営業外収益合計 252,080 265,080

営業外費用

支払利息 9,580 10,474

不動産賃貸費用 77,082 78,261

雑支出 6,854 20,015

営業外費用合計 93,518 108,751

経常利益 1,546,810 1,721,277

税引前当期純利益 1,546,810 1,721,277

法人税、住民税及び事業税 423,027 564,198

法人税等調整額 7,166 △65,249

法人税等合計 430,193 498,949

当期純利益 1,116,616 1,222,328
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 954,000 456,280 456,280 238,500 500,000 3,687,911 4,426,411

当期変動額

剰余金の配当 △86,279 △86,279

当期純利益 1,116,616 1,116,616

自己株式の取得

自己株式の処分

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － － － 1,030,336 1,030,336

当期末残高 954,000 456,280 456,280 238,500 500,000 4,718,248 5,456,748

(単位：千円)

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算差額

等合計

当期首残高 △88,499 5,748,193 931,143 931,143 6,679,336

当期変動額

剰余金の配当 △86,279 △86,279

当期純利益 1,116,616 1,116,616

自己株式の取得 △1,000 △1,000 △1,000

自己株式の処分

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

365,877 365,877 365,877

当期変動額合計 △1,000 1,029,336 365,877 365,877 1,395,213

当期末残高 △89,500 6,777,529 1,297,021 1,297,021 8,074,550
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当事業年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 954,000 456,280 456,280 238,500 500,000 4,718,248 5,456,748

当期変動額

剰余金の配当 △172,514 △172,514

当期純利益 1,222,328 1,222,328

自己株式の取得

自己株式の処分

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － － － － － 1,049,813 1,049,813

当期末残高 954,000 456,280 456,280 238,500 500,000 5,768,062 6,506,562

(単位：千円)

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算差額

等合計

当期首残高 △89,500 6,777,529 1,297,021 1,297,021 8,074,550

当期変動額

剰余金の配当 △172,514 △172,514

当期純利益 1,222,328 1,222,328

自己株式の取得 △302 △302 △302

自己株式の処分 6,442 6,442 6,442

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

309,021 309,021 309,021

当期変動額合計 6,140 1,055,954 309,021 309,021 1,364,975

当期末残高 △83,359 7,833,483 1,606,042 1,606,042 9,439,525
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 1,546,810 1,721,277

減価償却費 117,103 109,013

貸倒引当金の増減額（△は減少） △700 1,117

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,738 51,016

品質保証引当金の増減額（△は減少） △40,563 21,994

退職給付引当金の増減額（△は減少） 19,716 65,889

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 9,354 575

受取利息及び受取配当金 △60,576 △73,492

支払利息 9,580 10,474

為替差損益（△は益） △741 40

その他の損益（△は益） △3,537 △3,043

売上債権の増減額（△は増加） △36,940 1,075,307

棚卸資産の増減額（△は増加） △350,585 △83,038

仕入債務の増減額（△は減少） △609,458 △1,268,835

未収消費税等の増減額（△は増加） △41,721 218,239

前渡金の増減額（△は増加） △50,343 807,602

その他の資産の増減額（△は増加） △47,050 △31,690

前受金の増減額（△は減少） △1,313,447 △1,224,577

未払費用の増減額（△は減少） 570 7,527

預り金の増減額（△は減少） △10,512 △385

預り保証金の増減額（△は減少） △100 503

その他の負債の増減額（△は減少） 33,007 △52,101

その他 - 6,442

小計 △816,397 1,359,858

利息及び配当金の受取額 60,576 73,492

利息の支払額 △9,488 △10,743

法人税等の支払額 △599,920 △408,844

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,365,230 1,013,762
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(単位：千円)
前事業年度

(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △31,960 △51,223

有形固定資産の売却による収入 - 90

無形固定資産の取得による支出 △3,536 △2,016

投資有価証券の取得による支出 △2,917 △3,013

投資有価証券の売却による収入 840 -

保険積立金の積立による支出 △47,352 △54,826

その他の支出 △1,640 △71

その他の収入 20 1,145

投資活動によるキャッシュ・フロー △86,546 △109,915

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 80,000 750,000

長期借入金の返済による支出 △164,000 △699,000

リース債務の返済による支出 △64,337 △64,709

割賦債務の返済による支出 △833 -

自己株式の取得による支出 △1,000 △302

配当金の支払額 △85,980 △172,216

財務活動によるキャッシュ・フロー △236,150 △186,228

現金及び現金同等物に係る換算差額 741 △40

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,687,186 717,578

現金及び現金同等物の期首残高 4,498,922 2,811,736

現金及び現金同等物の期末残高 2,811,736 3,529,314
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(重要な会計方針)

１ 有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法

(2) その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等

主として移動平均法による原価法

２ デリバティブ取引により生じる正味の債権（及び債務）の評価基準及び評価方法

時価法

３ 棚卸資産の評価基準及び評価方法

通常の販売目的で保有する棚卸資産

(1) 商品・製品・仕掛品

先入先出法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

(2) 原材料

移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

(3) 貯蔵品

最終仕入原価法

４ 固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

当社は、建物並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法、その他の有形固

定資産については定率法によっております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 15～50年

機械及び装置 12年

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に

基づく定額法を採用しております。

(3) リース資産

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっております。

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。
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５ 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。

６ 引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

期末現在に有する売上債権等の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金

従業員の賞与の支給に充てるため、将来の支給見込額のうち当事業年度の負担額を計上しております。

(3) 品質保証引当金

製品売上計上後、当該製品の品質水準向上を求める顧客の要請に応じて発生する運転調整費用等の追加原価の支

払に備えて、過去の実績率等に基づき算出した発生見積額を計上しております。

(4) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、給付

算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異の費用処理方法

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）によ

る定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

(5) 役員株式給付引当金

役員株式給付規程に基づく当社の取締役及び執行役員への当社株式の交付に備えるため、当事業年度末における

株式給付債務の見込額を計上しております。

７ 収益及び費用の計上基準

(1) 包装機械部門

包装機械部門においては、主に各種上包機・製袋充填機・箱詰機・各種ラインシステム・各種圧縮梱包機・たば

こ関連機械等の製造販売を行っております。このような製品及び商品の販売については、顧客が検収した時点で収

益を認識しております。

(2) 生産機械部門

生産機械部門においては、主に各種生産ライン・組立機械・各種検査装置等の製造販売を行っております。この

ような製品及び商品の販売については、顧客が検収した時点で収益を認識しております。また、特定顧客の生産ラ

インの製造販売に関しては長期の工事契約を締結しているものがあります。当該契約については、一定の期間にわ

たり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度に基づき収益を認識しております。進捗度の測

定は、各報告期間の末日までに発生した実際原価が、見積原価総額に占める割合に基づいて行っております。
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８ ヘッジ会計の方法

(1) ヘッジ会計の方法

原則として繰延ヘッジ処理によっております。

なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理によっております。

(2) ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとおりであります。

（ヘッジ手段）為替予約

（ヘッジ対象）外貨建金銭債権債務及び外貨建予定取引

(3) ヘッジ方針

外貨建取引等の為替相場の変動リスクを回避する目的で為替予約取引を行っております。

(4) ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ対象である外貨建金銭債権債務及び外貨建予定取引とヘッジの手段とした為替予約取引は、重要な条件が

同一ですので、有効性判定を省略しております。

９ キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わ

ない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。
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(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、社内業績管理単位である製品別の事業部門を基礎とし、経済的特徴・製品の内容等が類似しているセグ

メントを集約した「包装機械」及び「生産機械」の２つを報告セグメントとしております。

「包装機械」は、各種上包機・製袋充填機・箱詰機・各種ラインシステム・各種圧縮梱包機・たばこ関連機械等

の製造販売をしております。「生産機械」は、各種生産ライン・組立機械・各種検査装置等の製造販売をしており

ます。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「重要な会計方針」における記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

包装機械 生産機械 合計
調整額

(注)１・２

財務諸表計上額

(注)３

売上高

外部顧客への売上高 4,821,370 8,637,412 13,458,783 － 13,458,783

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 4,821,370 8,637,412 13,458,783 － 13,458,783

セグメント利益
又は損失（△）

△59,606 2,060,635 2,001,029 △612,781 1,388,248

その他の項目

減価償却費 23,359 53,179 76,539 28,933 105,473

(注) １. セグメント利益の調整額△612,781千円は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない総務部・ＣＳ

部等管理部門の人件費・経費等であります。

２. 減価償却費の調整額28,933千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

３. セグメント利益又は損失は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４. 資産については、事業セグメントに配分しておりません。
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当事業年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

包装機械 生産機械 合計
調整額

(注)１・２

財務諸表計上額

(注)３

売上高

外部顧客への売上高 5,785,048 7,105,055 12,890,103 － 12,890,103

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 5,785,048 7,105,055 12,890,103 － 12,890,103

セグメント利益 4,650 2,258,966 2,263,616 △698,668 1,564,948

その他の項目

減価償却費 25,404 42,594 67,998 29,031 97,030

(注) １. セグメント利益の調整額△698,668千円は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない総務部・ＣＳ

部等管理部門の人件費・経費等であります。

２. 減価償却費の調整額29,031千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

３. セグメント利益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４. 資産については、事業セグメントに配分しておりません。

(持分法損益等)

１．関連会社に関する事項

前事業年度

(自 2023年４月１日

至 2024年３月31日)

当事業年度

(自 2024年４月１日

至 2025年３月31日)

関連会社に対する投資の金額 12,693千円 12,693千円

持分法を適用した場合の投資の金額 404,497千円 475,885千円

持分法を適用した場合の投資利益の金額 16,611千円 54,123千円

２．開示対象特別目的会社に関する事項

当社は、開示対象特別目的会社を有しておりません。
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(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり純資産額 5,767.46円 6,724.78円

１株当たり当期純利益金額 797.47円 871.48円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

－円 －円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり当期純利益金額

の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めており、また、１株当たり純資産額の算

定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております。

なお、１株当たり当期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、前事業年度37,605

株、当事業年度34,988株であり、１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の株式数は、前事業

年度末37,605株、当事業年度末33,825株であります。

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当事業年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当期純利益(千円) 1,116,616 1,222,328

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益(千円) 1,116,616 1,222,328

普通株式の期中平均株式数(株) 1,400,207 1,402,589

４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度末
(2024年３月31日)

当事業年度末
(2025年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 8,074,550 9,439,525

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) － －

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 8,074,550 9,439,525

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数(株)

1,400,019 1,403,692

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．その他

（１）役員の異動

① 代表者の異動

該当事項はありません。

② その他の役員の異動（2025年６月26日付予定）

辞任する取締役

社外取締役 中村 洋一

新任取締役候補

社外取締役 武田 康孝


